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Ⅰ　はじめに

　SDGs は，その成立の経緯から，環境や経済に

関するする目標が中心となっており，文化・芸術

についての扱いが弱いという指摘がある（例えば，

蟹江 , 2020）．一方で，文化・芸術は心の健康を

保つ上で大切なものであり，生存権的基本権の一

つという考え方もある（平田，2001）．2020 年か

ら始まった COVID-19 流行により，多くの文化・

芸術活動が制約を受けた．外出が制限される中で，

インターネットなどで配信される音楽家が提供す

る演奏に癒された人は多かったであろう．また，

日本国内での緊急事態宣言が解除された後，美術

館には「とにかく絵を楽しみたかった」という来

訪が多かったのは，芸術作品が持つ公共性をよく

示しているものと考えられる．SDGs の後継プロ

ジェクトでは，文化・芸術も含めた包括的な持続

可能な社会を希求するものになることが期待され

る．

　ある場所から見た自然の景観は，広い意味での

自然環境に含まれるものであろう．日本人にとっ

て，富士山が見える景観というのは，多くの人に

とって美を感じるものと思われる．このため，富

士山は古くから絵画作品や写真作品の題材に選ば

れてきた．

　本稿で扱う岡田紅陽（1895-1972）は，富士山

をテーマとした写真家として，日本の第一人者と

呼べる人物であり，写真集「富士」（岡田，1970）

を代表作として，多くの富士山作品を世に送って

きた．COVID-19 流行下ではあったが， 2020 年 8

月 8 日～ 9 月 22 日の会期で，武蔵野市立吉祥寺
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美術館において，武蔵野市に移住後の作品 11 点

を含む「岡田紅陽　富士望景－武蔵野から」が

開催された（吉祥寺美術館，2020）．展示された

富士山作品のうち，2 点について撮影地や撮影時

期が不明とされていた．本稿では，この 2作品に

ついて，地形シミュレーターを用いたスカイライ

ンマッチング法による撮影位置推定と，推定地で

の撮像を行った検証結果について報告する．

Ⅱ　岡田紅陽について

　岡田紅陽（本名は賢治郎）は，新潟県で 1895

年 8 月 31 日に生まれた．早稲田大学予科に入学

した 19 歳のときに，友人からカメラを借りて富

士山を撮影したことがきっかけで，写真家の道に

入った．1923 年の関東大震災の被害状況を撮影

した『関東大震大火記念写真帖』（岡田，1923）や，

全国の国立公園の写真作品でも知られるが，富士

山撮影をライフワークとし，膨大な作品を残した．

撮影された作品や写真の原版，および撮影時のメ

モなどの多くが，山梨県の岡田紅陽写真美術館に

収蔵されている．

　1961 年に武蔵野市へ移住し，1972 年 11 月 22

日に没するまでの 10 年ほどを過ごしたが，この

間も活発に撮影旅行をして，富士山の撮影を行っ

ていた．今回，「岡田紅陽　富士望景－武蔵野

から」で展示された作品は，没後に遺族から武蔵

野市に寄贈されたもので，富士山以外にも井の頭

恩賜公園などの市内の風景も含んだ作品群になっ

ている．

Ⅲ　1960 年代の富士山視程

　岡田紅陽が，1961 年に都心から武蔵野市に転

居したのは，ビル建設による自宅からの眺望の悪

化が原因とされている（吉祥寺美術館，2020）．

図１　成蹊気象観測所で観測した富士山を含む視程

目標が午前9時に見えた日数の経年変化．1960年代は，どの視程目標も現在よりずっと見える日が少ないことが分かる．

図1
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　成蹊気象観測所における富士山などを視程目標

とした視程観測は，1963 年から開始されている

が，その記録によれば，岡田紅陽が武蔵野市を中

心に富士山の撮影をしていた 1960 年代の高度成

長期は，遠方のものが大気汚染のために見えに

くくなっていたことが示されている（図１）．吉

祥寺から富士山が見える日も現在よりもずっと少

なく，岡田紅陽が粘り強くシャッターチャンスを

狙ったことが分かる．

　また，大気汚染が大きく改善された現在は，夏

季でも吉祥寺から富士山が見えることがあるが，

1960 年代は，台風一過の際などを除き，見える

のはほぼ冬季に限られている（狩野，2021）．吉

祥寺時代の作品群が冬季に撮影時期が集中してい

るのは，成蹊気象観測所の視程観測データとも整

合性がある．

　成蹊気象観測所には，この時期の観測時に撮影

された写真記録は残っていない．吉祥寺や多摩地

域から撮影された岡田紅陽の写真作品は，当時の

富士山の見え方を示す資料としても貴重である．

Ⅳ　地形シミュレーターによるスカイライン
マッチング法の原理

　富士山を含む景色を撮影すると，撮影位置に

よって丹沢山地や秩父山地の山並みとの関係が変

化する．このことを利用して，地形シミュレー

ションソフトウェアを用いた撮影位置を推定でき

る（図２）．地形シミュレーションソフトウェア

では，デジタル化した標高データから，三次元の

地形を復元することにより，任意の場所から見た

スカイラインを再現する．逆に，再現されたスカ

イラインから撮影したカメラ位置を推定する方法

を「スカイラインマッチング法」と呼ぶ（Zhu et 

al., 2012, 太田ほか，2013）．

　スカイラインマッチング法によって山並みの再

現をする場合，高さ方向の画像比較のためには，

大気による屈折に起因する大気差を特に考慮する

必要がある．大気は地表近くになるほど圧縮され

ているので，屈折率が連続的に変化している．こ

のため，遠くの景色が実際よりも上方にずれてみ

える「浮き上がり」が生じる．蜃気楼は，この

浮き上がりが，気温勾配などの条件によって激し

くなることで起こる現象である．今回は，地形シ

ミュレーションソフトとして定評のあるカシミー

ル（杉本，2012）を用いた．このソフトウェアに

は，大気差による浮き上がりも補正する機能があ

り，撮影日時の気象条件などから推定される大気

差の値を用いることにより，実際の撮像により近

い風景を得ることができる．

　しかし，浮き上がりの程度は，気温によっても

変化するので，大気差が不明な場合，シミュレー

ターで再現される画像は，実際にカメラで撮影し

た画像とは厳密には一致しない．そこでシミュ

レーターで推定された撮影位置が正しいかどうか

は，できるだけ気象条件が似ている時に，でき

るだけ同じ機材を使って撮像した画像を得て，シ

ミュレーション画像とスカイラインが一致するか

どうかを検証する必要があると考えられる．

A B C

Mt. Fuji

図2

図２　スカイラインマッチング法の原理

富士山と撮影点に近い山並みの関係が，撮影点間(A. B. C) で

異なる．これを利用して，撮影された写真から撮影点をシミュレー

トできる．
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Ⅴ 吉祥寺美術館蔵岡田紅陽作品の撮影位置
推定

１．推定に用いた作品

　「岡田紅陽　富士望景－武蔵野から」で展示

された作品のうち，武蔵野市に移住後に吉祥寺を

中心に撮影された晩年の作品は全部で 11 点ある．

生前には公表されていいない作品群で，逝去後に

遺族によってプリントされ，武蔵野市に寄贈され

たものである（吉祥寺美術館，2020）．

　写真には，作品名や撮影日時についてのメモが

つけられているものが多いが，作品名「武蔵野周

縁」と作品名「高尾周辺」については，タイトル，

撮影地および撮影年の記録がなかった．「武蔵野

周縁」「高尾周辺」というタイトルは，展示にあたっ

て仮題としてつけたものである．本稿では，この

2 作品についての撮影位置をスカイラインマッチ

ング法を用いて推定した．両作品とも，吉祥寺美

術館に寄贈された作品は，プリントされたものの

他に，プリント作品を複写したと考えられる６×

６版 KODAK エクタクロームで撮影されたリバー

サルフィルムが存在する．

２．「武蔵野周縁」の撮影地推定

　作品「武蔵野周縁」は，画面手前の畑を挟んで

見える木造の住宅地を，富士山が見下ろす構図の

作品である．木立が落葉していることや，畑に作

物がないことから，撮影の季節は冬季と考えられ

る．また，木造家屋や畑の畝が作る影の形から見

て，撮影は朝夕ではなく，太陽高度が高いお昼前

後のものであろう．

　本作品は，展示解説目録（吉祥寺美術館 , 

2020）では，「撮影地不詳，武蔵野市内か ?」と

いうキャプションになっているが，成蹊学園から

撮影した富士山と比較して，手前の山並みのスカ

イラインが一致しなかった．このため，撮影地は

武蔵野市内ではないと考え，撮影候補地を探った

が，展示作品とよく一致するスカイラインは得ら

れなかった．このことを，本稿の共著者の一人で

ある高松　覚氏に相談したところ，作品自体が裏

焼になっているのではないかという指摘を得た．

指摘の根拠は，手前の畑の畝の影が画面左側にで

きていることである（図３Ｂ）．武蔵野から見る

場合，富士山は撮影地から西方向にカメラを構え

ることになる．その場合，畑の畝の影は南側から

図３　作品「武蔵野周縁」の画像

Ａ: 岡田紅陽写真美術館蔵の原版フィルム．KODAK SAFETY FILMを使用している．左右は反転しておらず正しい向きで

撮影されているが，赤味の強い発色になっている． Ｂ: 吉祥寺美術館蔵のリバーサルフィルム画像．右端のKODAK EPY

という表記から6×6版 KODAKエクタクロームフィルムを使用していることが分かる．画像撮影経緯は不明だが，吉祥寺美

術館収蔵のプリント作品を接写したものと考えられる．原版フィルムと左右が反転している．　Ｃ: Ｂの左右を逆転して復元

した画像．原版はカラーを復元したもの．富士山に向かって右手側に畝の影があり，南側からの日差しになっている．富士山

の左側の最も高いピークが，丹沢山地蛭ヶ岳．

図3

A B

蛭ヶ岳

C
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の日射によって画面右側の北側にできるはずであ

る．展示作品の影の向きでは，北側に太陽がある

ことになってしまう．また，富士山そのものの地

形も，東京側から見たものとは左右が逆になって

いる．これら事実は，写真の左右が反転している

ことを示している．

　「岡田紅陽　富士望景－武蔵野から」展示終

了後に，岡田紅陽写真美術館で原版フィルムが発

見された（図 3 Ａ）．この画像は，正しい向きで

撮影されている．一方，吉祥寺美術館蔵のプリン

ト作品と，それを複写したネガフィルム(図3Ｂ)

は，左右が反転した像になっている．このことは，

画像が反転したのは，プリント時である可能性が

高いことを示している．フィルムを故意に反転さ

せてプリントする手法も可能性はゼロではないた

め，吉祥寺美術館蔵の「武蔵野周縁」作品が反転

している原因は現時点では不明である．

　左右を反転させて，元の画像を復元すると，富

士山の左手のピークは，丹沢山地の最高峰である

蛭ヶ岳であることが分かる（図３Ｃ）．武蔵野市

から撮影した画像では，蛭ヶ岳は「武蔵野周縁」

作品よりも，より左手に見えるので，撮影位置は

武蔵野市よりも東側もしくは南側の可能性があ

る．吉祥寺からの移動のしやすさや，畑が写って

いる情景からみて，京王線沿線もしくは小田急線

沿線のどこかと考え，複数地点で地形シミュレー

ションを試みた．この段階で最も作品に近い画像

が得られるのは京王線仙川駅の南側ということが

分かった．そこで，共著者の一人である故・田代

　博氏に連絡をとり，より厳密な地形シミュレー

ションをして頂いた．田代氏は他界される原因と

なった白血病治療のための闘病中であったが，最

後の入院の直前まで作業をし，撮影地が世田谷区

上祖師谷五丁目付近であることを示された（図４

ＡとＢ , 田代，2020）．

　筆者らは，田代氏の示した撮影地点の検証の

ため撮影可能な場所を探して撮影を複数回試み，

2021 年 2 月 4 日に，推定された撮影地点の近く

B

富士瓦斯(株)

図4

A
C

図４　作品「武蔵野周縁」の撮影地推定と検証画像

Ａ:田代(2020)によって推定された撮影位置の地図．カシミール（杉本，2012）を用い，国土地理院地形図データを元に作

成．地点1が田代(2020)による推定撮影位置，地点2が共著者の一人高松 覚による推定位置．Ｂ:田代(2020)によるカシミー

ルによる地形シミュレーション結果．富士山と檜洞丸の稜線の交点の場所が，地点２よりも地点１の方がより正確に復元される． 

Ｃ：2021年 2月4日午前9時に富士瓦斯（株）社屋屋上から撮影した富士山．PENTAX K1カメラ，ズームレンズを100 ㎜で

使用して撮影（撮影者：高松覚）．作品およびシミュレーション画像とスカイラインと画角がほぼ一致する．
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にある富士瓦斯㈱屋上から，富士山の撮影をする

ことに成功した（図４Ｃ）．この地点から 100mm

～ 200mm の望遠レンズをつけた一眼レフカメラを

用いて撮影した画像は，岡田紅陽作品および地形

シミュレーション画像（図４Ｂ，田代，2020）と

一致した．この結果から，「武蔵野周縁」の撮影

地は世田谷区上祖師谷五丁目付近であることがほ

ぼ確実になった．

　筆者らは，撮影地点をさらに絞り込むために，

当時の空中写真を用いて，作品と同じ家並みがな

いか探ったが，撮影時期の制約もあり，畑と家並

みが同じ地点は同定できなかった．今後，1960

年代にこの地域で撮影された写真で，畑や家並み

が同じもの発見できれば，撮影地点をさらに絞り

込むことができる可能性がある．

　本作品については，岡田紅陽写真美術館蔵の原

版フィルム，吉祥寺美術館蔵のリバーサルフィル

ムおよび展示作品であるプリントされたものの 3

つとも，検証撮影された画像よりも赤味を帯びて

いる．これがフィルム劣化によるものか，リバー

サルフィルム現像時の条件によるものなのかは不

明である．

図５　「高尾周辺」作品の画像

Ａ：岡田紅陽写真美術館で発見された「高尾周辺」の原版フィルム．Ｂ：大垂水峠の西側で北緯35°7.2501東経139°13.4563

標高350m付近から，カシミール 3D（杉本，2012）を用いてシミュレーションした画像．使用した地形データの精度が悪いため，

手前の稜線の形が正確に再現できていない．Ｃ:岡田紅陽写真美術館蔵の大垂水峠からの富士山作品（1967年12月9日撮影）．

吉祥寺美術館蔵作品と比較して地形が判別しやすいように，画像レタッチソフトを用いてコントラスト調整してある．Ｄ：2021

年 2月19日午前11時 20分に，Ｂより30mほど標高が低い地点から撮影した画像．Canon DX-1カメラとCanon 24-70mmズー

ムレンズを50mmで使用して撮影．富士山稜線と大室山稜線の交点などはＡおよびＣと一致している．産業廃棄物処理埋め立

てのために道路近傍の地形が改変されていて，作品にある国道20号線の道路は，現在はこの地点からは見えなくなっている．

大室山
D

図5

A

B

C
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３．「高尾周辺」の撮影地推定

　高尾周辺は，自動車が走る道路を，撮影地から

見て，尾根をはさんだ上方から富士山が見下ろす

構図の作品である（図５Ａ）．富士山の冠雪が山

麓まで及んでいることや，手前の尾根の樹木が落

葉している状況からみて，撮影時期は冬季である

と考えられる．

　「高尾周辺」というタイトルから，写っている

道路は国道 20 号（甲州街道）で，撮影地点は高

尾山西部と考え，富士山と国道 20 号の両方が見

える場所を探った．可能性のある地点を複数想定

して現地調査を行う中で，大垂水峠近くの食堂で

ある冨士屋から見た富士山が，作品に近い景色で

あることが分かった．また，富士屋の佐藤夫妻か

ら，この近隣が岡田紅陽の撮影地点であるという

証言を得たため，「高尾周辺」の撮影地が大垂水

峠付近である可能性が高くなった．大垂水峠より

もやや西側の地点での地形シミュレーション結果

も，このことを裏付けた（図５Ｂ）．

　このため，岡田紅陽写真美術館で，撮影地が大

垂水峠付近の作品を探したところ，ほぼ同じ構図

で 1967 年 12 月 9 日撮影の作品が見つかった（図

５Ｃ）．両作品を比較すると，手前側の山稜の伐

採後の模様などから，ほぼ同じ頃の撮影であるこ

とが分かる．細かく検討すると，12 月 9 日撮影

の作品の方が富士山の雪が少なく，広葉樹の落葉

が進んでいないので，撮影した季節が吉祥寺美術

館所蔵の作品よりも秋に近い時期である．加えて，

送電線と尾根線の関係などから，12 月 9 日撮影

の作品の方が，標高の高い地点からの撮影である．

両作品は，撮影時期は近く，ほぼ同じ撮影地点で

あると考えられるが，撮影の日時は別である．こ

れらのことから，岡田紅陽がこの地点からの撮影

をくりかえし試みていたことが分かる．

　共著者による検証撮影の結果，この撮影地点は，

大垂水峠よりも西側にある尾根で，国道 20 号線

よりから斜面を登った場所からの撮影であること

が確実になった．また，画角から見て，撮影には

50mm 標準レンズを用いた可能性が高い．撮影地

点周辺は，道路よりも高いところで富士山と国道

20 号線を同時に撮影できる地点は杉木立にさえ

ぎられてしまう．このため，現在は全く同じ構図

での撮影はできないが，富士山と大室山の稜線の

交差部分などはよく一致している（図５Ｄ）．富

士屋の佐藤夫妻によれば，50 年ほど前は杉の植

林がなされたばかりで，現在よりも撮影地点周辺

は木立が低く，見通しがよかったとのことである．

作品の撮影地点は，検証撮影を行った地点よりも

さらに数十ｍ標高の高いところと推定され，岡田

紅陽はそこまで斜面を登ってカメラを構えたこと

が分かる．重い撮影機材を持って斜面を登攀する

必要があり，撮影助手を伴っていたとしても，晩

年の岡田紅陽にとって楽な撮影ではなかったと思

われる．国道を往来する車という人間の営みを，

富士山が見下ろすという構図を撮影するという

岡田紅陽の強い意志を感じる行動と言えるであろ

う．

Ⅳ　考察

１．「武蔵野周縁」と「高尾周辺」のモチーフ

　作品「武蔵野周縁」の線で，最も強いのは，画

面奥から手前に流れる平行な畑の畝である．住宅

を挟んで画面奥にある富士山は，人工的な平行線

を持つ畑の畝を見下ろしている．岡田紅陽と同時

代に活躍した写真家である島田謹介（1900-1994）

の「武蔵野」（島田，1956）を見ると，第二次世

界大戦後しばらく経ってからでも，世田谷区祖師

谷付近では藁葺屋根の農家と畑が広がっていて，

白菜畑の畝の幾何学模様と，白菜の不思議なシル

エットを対照させる印象的な構図の作品が掲載さ

れている．「武蔵野周縁」の推定撮影地は，最寄

り駅から徒歩でかなり時間がかかる場所で，岡田

紅陽が富士山と武蔵野のモチーフを求めて広範囲

に歩き回ったことが想像される．

　「武蔵野周縁」と「高尾周辺」の共通のモチー

フは，画面上部中央におかれた富士山である．武

蔵野周縁では畑作をする人間の活動を，高尾周辺

では道路を行きかう車で表現される人間の活動

を，それぞれ富士山が見下ろしているような構図

になっている．芸術作品を分析的に見るのは避け

るべきかもしれないが，両作品とも，悠久の自然
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である．小論は故・田代　博先生に捧げたい．

　「武蔵野周縁」の検証撮影に際して，富士瓦斯（株）

の皆さま，特に伊藤日月氏にお世話になった．ま

た「高尾周辺」の撮影地推定については，富士屋

の佐藤夫妻の証言が有益であった．

　武蔵野市立吉祥寺美術館および岡田紅陽写真美

術館には，検証用画像の提供等でご協力頂いた．

　記して感謝いたします．
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　本文中にも記したが，共著者の一人，田代　博

先生は，この調査の途上で病に倒れ帰らぬ人となっ

た．スカイラインマッチング法を使って作品の撮

影地を推定する方法は，田代先生が富士山撮影最

遠地点推定に用いられていた手法を応用したもの

である．奇しくも，他界されたのは，ちょうど「高

尾周辺」の検証撮影をしていた当日で，現地で田

代先生の話しをしていた．共著者一同，先生と一

緒に検証撮影ができることを切望していたが，残

念ながら願いは叶わなかった．田代先生が富士山

愛の深さは，岡田紅陽氏のそれに比肩できるもの

としての富士山と小さな人間の活動を対比して見

せ，鑑賞する人に何かを伝えようとしているとい

う解釈も成り立つのではないだろうか ?

２．スカイラインマッチング法による風景写真の

撮影位置推定

　今回の検討は，撮影地点が未知の写真作品につ

いて，地形シミュレーターを用いたスカイライン

マッチング法を用いて撮影地の推定を行ったこと

に特徴がある．スカイラインマッチング法は，月

や惑星におけるローバの走行制御 (Zhu et al., 

2012, 太田ほか，2013) に用いられる手法の 1 つ

であるが，少なくとも国内において，芸術作品に

適用した例は少ないと考えられる．

　晩年の岡田紅陽の行動については，不明な点が

多いが，この手法を用いて撮影地点を精度よく推

定することにより，岡田紅陽が，その晩年におい

ても，富士山撮影についてのアイデアをよく練り，

最適な場所を求めて力を尽くしていたことが明ら

かになったと考えている．

　本稿が，自然景観を含んだ画像作品について，

スカイラインマッチング法を適用することによっ

て考察する先例となれば幸いである．
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The estimated photographing locations of Koyo Okada’s works about Mt. Fuji 

in the collection of the Kichijoji Art Museum

Atsushi MIYASHITA*1,  Yoshimi SHIGENO*2, 

Satoru TAKAMATSU*3, Emiko KAKINAKA*4

and Hiroshi TASHIRO*5

The photographing locations of Koyo Okada’s works about Mt. Fuji in the Kichijoji Art Museum 

Collection are estimated by skyline matching method. The photographing locations of his works are 

determined by reproducing the skyline of the mountain range including Mt. Fuji using a topography 

simulator. By analyzing these photographs, the photographing seasons are also estimated. As the 

results, the artistic activity of Koyo Okada's later years in the Musashino City is clarified. His 

photographs of Mt. Fuji in the 1960s are also valuable to indicate the visibility from Tokyo sub-urban 

area during the severe air pollution period.
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